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萩
の
郷
の
春
は
、
桜
の

開
花
と
春
祭
り
か
ら
―
。

二
月
二
十
二
日

・
二
十

三
日
、
今
年
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
青
空
の
も
と
萩
山

神
社
の
春
祭
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

が
伝
承
す
る

「囃
子
屋
台
」

「
獅
子
舞
」
が
、
大
勢

の

氏
子
観
客
の
拍
手
の
中
、

盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、

神
社
拝
殿

で
の
厳
粛

な

「
浦
安

の
舞
」
と
と
も

に

披
露
、
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

枚の郷ド紋山神社春祭り|“ 盛人に開催〃
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一
区
の
情
勢
に
つ
い
て
　
　
一」却疎「記

一
　

　

　

　

区

長

下

井

美

紀
男

一
０
　
二
十
六

二
月
は
萩
山
の
春
祭
り
と

年
度
の
地
区
計
画
の
う
ち
、

年
度
末
で
慌
し
く
終
え
、
春

道
路

・
用
排
水
路

・
安
全
施

爛
漫
の
四
月
も
駆
足
の
ご
と

設
に
つ
い
て
実
施
に
向
け
て

く
過
ぎ
、
先
日
は

「
松
岡
城

の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

址
新
緑
の
会
」
に
出
向
い
て
、

道
路
維
持
改
良
と
安
全
施
設

風
薫
る
五
月
の
鯉
泳
ぐ
松
岡

を
含
め
て
十
四
ヶ
所
、
用
排

の
城
あ
と
は
、
雨
に
濡
れ
た

水
改
良
及
び
河
川
維
持
で
十

緑
が
実
に
美
し
く
、
心
の
あ

四
ヶ
所
を
、
今
年
度
中
の
実

ら
わ
れ
る
情
景
で
し
た
。
松

施
予
定
と
し
ま
し
た
。
な
お
、

岡
本
丸
か
ら
の
景
色
は
ま
さ

災
害
ま
た
は
緊
急
の
補
修
を

に

「
眺
望
絶
佳
」
で
下
市
田

必
要
と
す
る
所

へ
の
対
応
は

の
宝
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま

別
に
申
し
出
下
さ
い
。

し
た
。
区
民
の
皆
様
、
こ
の
　
０
　
県
営
の
中
山
間
整
備
事

素
晴
ら
し
い
景
色
を
、
春
に
、

秋
に
地
元
で
愛
で
る
こ
と
を

切
に
お
推
め
し
た
い
。

ま
た
、
河
岸
段
丘
を
仕
切

る
下
市
田
の
里
山
に
も
、
珍

鳥
と
さ
れ
る

「
ミ
ゾ
ゴ
イ
」

が
生
息
す
る
と
の
報
を
三
区

の
橋
都
正
さ
ん
か
ら
戴
き
ま

し
た
。
リ
ニ
ア
に
関
し
て
大

鹿
で
の
生
息
が
語
ら
れ
て
い

た
だ
け
に
、
落
葉
の
豊
富
な

下
市
田
の
里
山
が
珍
鳥
に
住

み
ご
こ
ち
が
い
い
の
か
、
大

変
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
新
緑
の

城
あ
と
と
共
に
安
ら
ぎ
を
覚

え
ま
し
た
。

さ
て
新
年
度
の
区
報
発
刊

に
際
し
、
先
号
以
後
の
情
勢

業
に
於
い
て
、

下
市
田
地
区
内

の
採
択
さ
れ
て

い
た
四
ヶ
所
の

工
事
が
順
調
に

進
展
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
う

ち
、
下
市
田
河

原
の
基
幹
取
水

回
の
工
事
が
こ

の
五
月
の
需
要

に
間
に
合
う
形

で
竣
工
と
な
り

ま
し
た
。
耕
作

者
組
合
に
と

っ

て
永
年
の
念
願

の
施
設
で
あ

っ

た
だ
け
に
、
下

市
田
河
原
の
新
し
い
時
代
の

幕
明
け
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
の
二
区
の
農
地

防
災
に
於
け
る
擁
護
壁
に
つ

づ
き
大
丸
山
下
の
農
道
拡
幅

改
良
、
角
田
原
の
歩
道
付
道

路
改
良
工
事
が
地
元
関
係
者

の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

っ

て
順
調
な
進
捗
状
況
に
あ
り

ま
す
。

０
　
県
道
市
田
線

へ
の
歩
道

設
置
を
軸
と
す
る
大
型
の
道

路
改
良
も
、
地
元
関
係
の
皆

様
と
の
話
し
合
い
が
少
し
ず

つ
進
展
し
て
い
る
と
の
情
報

を
得
て
お
り
ま
す
。

平成25年度 下市田区一般会計決算報告書
(自 平成25年 4月 1日 ～至平成26年 3月 31日 )

決算収入額 37,566,379円  決算支出額 29,401,940円 差引残高 8,164,439円
【支出の部】 △印減 (単位 円)【収入の部】

平成25年度 公民館下市田支館決算報告書
(自 平成25年 4月 1日 ～至平成26年 3月 31日 )

決算収入額 3,952,862円 決算支出額 3,440,285円 差引残高 512,577円
【支出の部】

予 算 額  決 算 額 増  減科   目
7,100,874

15,926,160

8,185,382

1,135,297

246,245

1,780,000

2,222,073

970,348

15,297

△   253,755

180,000

22,073

970,348

1,120,000

0

226.160

△  1,784,618

0

000

500,|

1,600,|

2,200,|

収 入 合 計 39,161,222 37,566,379 △  1,594,843

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総 務

環 境 衛 生

林  務
土  木
水  利
防  災
公 民 館

予  備
繰  出

費

費

費

費

費

費

費

費

金

15,978,235

1,000,000

830,000

3,897,000

6,527,000

2,426,000

3,000,000

5,391,374

111,613

15,260,310

847,800

433,793

2,395,445

3,677,179

2,675,800

3,000,000

1,000,000

111,613

△   717,925

△    152,200

△   396,207

△  1,501,555

△  2,849,821

249,800

∠X.4,391,374

支 出合 計 39,161,222 29,401,940 △  9,759,282

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
繰

繰

補

越

入

助

1又雑 入

406,577

3,000,000

520,000

1,000

406,577

3,000,000

537,106

9,179

0

0

17,106

8,179

収 入 合 計 3,927,577 3,952,862 25,285

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

総 務  費
事  業  費
広 報  費
予 備  費

1,930,000

1,840,000

20,000

137,577

1,795,413

1,613,372

31,500

0

△   134,587

△   226,628

11,500

137,577△

支 出合計 3,927,577 3,440,285 △   487,292

△印減 (単位 円)【収入の部】

諸 収 入

繰  入

区 費

-1-‐ ―  ‐  ‐

1 15,700,000

町 支 出

財 産 収 入

地 元 負担

消 防義務 0

0
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平
成
二
十
五
年
度
決
算
の

監
査
委
員
所
見

監
査
委
員
長
北

沢
義

弘

去
る
四
月
二
十
二
日
に
下

市
田
区
関
係
の
平
成
二
十
五

年
度
決
算
会
計
の
監
査
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

下
市
田
区

一
般
会
計

・
特

別
会
計
の
決
算
監
査
、
公
民

館
支
館

・
萩
山
神
社
会
計
に

つ
い
て
も
決
算
報
告
書
を
頂

き
、
支
払
い
内
容

・
金
額
を

監
査
し
た
結
果
、
正
確
に
処

理
さ
れ
て
い
る
事
を
認
め
ま

し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

代
議
員
会

・
各
委
員
会
の

記
録
簿
を
閲
覧
し
た
結
果
適

正
に
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

臨
時
代
議
員
会
に
お
い
て

各
会
計
の
監
査
結
果
を
報
告

致
し
ま
し
た
。

平成 26年度 公民館下市田支館予算書

(自 平成26年 4月 1日 ～至平成27年 3月 31日 )

【収入の部】      【支出の部】 (単位円)

平成 26年度 下市田区一般会計予算書

(自 平成26年 4月 1日 ～至平成27年 3月 31日 )

【収入の部】        【支出の部】   (単 位円)
科  目 本年度予算額

繰 越 金 512,577

繰 入 金 3,000,000

補 助 金 520,000

雑 収 入 1,000

合  計 4,033,577

科 目 本年度予算額

総 務 費 12,180,000

事 業 費 1,820,000

広 報 費 000

予 備 費 22,577

合  計 4,033,577

科   目 本年度予算額

前 期 繰 越 金 8,164,439

区 費  15,770.000

町 支 出 金  8,005,000

財 産 収 入 11,150,000

地 元 負 担 金 230,000

消 防 義 務 金 1,700,000

諸  収  入 1,740,000

繰  入  金

イ).     言1    36,759,439

科   目 本年度予算額

総  務  費 13,404,000

環 境 衛 生 費 1,005,000

林  務  費 830,000

土  木  費 3,923,000

水  利  費
|

5,732,000

防 災 費 2,776,000

公 民 館 費  3,000,000

予  備  費 1 6,089,439

合   計 1 36,759,439

ヽ_

平成26年度公民館下市田支館事業計画 平成26年度 公民館下市田各分館事業計画

月日 (曜 ) 事 業 名 1 内  容 ．Ｘ
．
月日 (曜 ) 事  業  名 1勺 容

6月 1日 (日 ) *区報・館報 |。 年 3回発行

「萩の郷」 |
88号発行 |

一〉
（

5月 31日 0

7月 19日 CD

9月 21日 (日 )

10月 26日 (日 )

*1区親子おもしろ科学教室
(時の駅・ふれあい会館)

*1区ふれあい広場夏祭り
(1区積許会館広場)

*1区芸能祭
(福祉センター2階大ホール)

*1区ペタンク大会 (高森ドーム)

。小学生を対象に科学体験を通して親
睦を深め、昼食を楽しむc
。夜店、ゲーム、踊り、r供花火大会

・常会、踊りの会の皆さんによる歌、踊
り等で親睦を深めるc
・常会対抗 (町大会予選会を兼ねる)

7月 26日 (D *萩の郷祭り 。盆踊り
。子供花火大会
。演奏、演技
(保育園児)

。お楽しみコーナー

*2区ペタンク大会 (高森ドーム)
*2区納涼祭 (下 2会館広場)
*2区ふれあい運動会

(下 2会館広場)

・常会対抗
。区民全員で楽しい夜を過ごす。
・区民全員で運動会を楽しむ。

6月 1日 {日 )
7月 12日 山
10月 13H(月 )

|ベ

2

10月 18日 GD

～19日 (日 )

*文化祭り
萩の郷ふれあ

い広場

・作品展示
・消防ふれあい祭り
。舞台発表

。子供と年配者との交流、軽スポーツの

集い
。区民全員で運動会

・常会対抗

3

Iス

6月 15日 (日)|*多 世代交流会 (区民会館)

10月 12日 (日)|*ふれあい運動会 (南小学校)

1月 25日 (日)|*3区ペタンク大会 (高森ドーム)11月 15日 0 *区報 。館報
「萩の郷」
89号発行

15

4

jリ || ||

|ス

9月 28日 (日 )
27年
1月 1日 囚

*夏季スポーツ大会

*4区ふれあい広場

*元旦マラソン大会 (第 24回 )
(分館・漸進会)

・スローピッチソフト、ふらば一るバレー、
焼肉大会
・ ミニ運動会、演芸会

・ フt町マラソン
11月 15日 0
～16日 (日 )

*「高森町まるご

と収穫祭」に

テント村出店

。おしるこ

無料サービス

(2,400食予定 )

5

6月 15日 {日 )
11月 26日 (日 )

9月 14日 {日 )

12月 9日 (日 )
27年
1月 11日 (日 )

区

*オーイお茶だに,/(下 5会館)

*5区 スポーツ大会 (高森ドーム)

*おやす作り (下 5会館)

*ほんやり

。子供から高齢者、障害者
民生委員、おいなんよの会、子供らと
共にゲーム、歌を歌う。 ・昼食会
・ペタンク、グランドゴルフを行い、
午後親睦会
・育成会、PTA、 子供

・育成会、PTA、 子供

27年

2月 1日 (日 )

*区報・館報
「萩の郷」
90号発行

2月 14日 ω *地元町議との
懇談会

・テーマを決めてそれに
対する考えを聞く
。町議からの活動報告
・区民からの質問、要望
・懇 親 会

区

5月 11日 (日 )
or18日 (日 )

7月 11日 0
～14日 (月 )
8月 3日 (日 )
12月 23日 (ω

27年

1月 11日 (日 )

*マ レットゴルフ大会

*盆踊り講習会

*納涼祭、盆踊り大会
*正月飾り作り

*どんど焼き

・親水公園にて各組、常会対抗の大会

。主に市田音頭
他に竜峡小唄などの練習
。お祭り広場で夕涼みと盆踊り
。子供はおやす、大人は門松、注連縄作
りを習う。

。明神橋上流河川敷
伝統行事のどんど焼き

3月下旬
UD。 (日 )

(未定)

*萩山神社
春祭リタ祭
′′ 本祭

・囃子屋台の短冊依頼、
飾りつけ

・囃子屋台引きの子供ヘ

法被貸与、おやつ配布
。写真、ビデオ撮影
。その他お手伝い

ヽ_

|

」
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平
成
二
十
五
年
度
、
地
元

出
身
町
議
会
議
員
と
の
懇
談

会
が
、
去
る
二
月
二
十
二
日

０
午
後
七
時
よ
り
下
市
田
区

民
会
館
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。

事
前
に
各
議
員
に
質
問
事

項
を
、
①
町
政
の

一
番
の
問

題
と
そ
れ
に
対
す
る
貴
方
の

取
り
組
み
は
？

②

こ
れ
か

ら
の
任
期
中
に
取
り
組
み
た

い
事
は
？

③
そ
の
他
お
話

し
し
た
い
事
の
ご
記
入
を
お

願
い
し
、
そ
の
回
答
を
い
た

だ
き
、
全
員
に
配
布
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
宮
外
正
彦
議
員
、

福
沢
千
恵
子
議
員
、
林
ま
ゆ

み
議
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

松
島
支
館
部
員
の
司
会
で

始
ま
り
、
最
初
に
各
議
員
よ

り
質
問
に
対
す
る
回
答
を
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
宮
外
議
員
】
現
在
特
別
な

問
題
は
な
い
が
、
強
い
て
挙

げ
れ
ば
、
中
学
校
の
改
築
が

あ

っ
た
た
め
財
政
健
全
化
で

あ
る
。
取
り
組
ん
で
い
こ
う

と
す
る
こ
と
は
、
防
災
計
画

の
具
体
化
、
元
気
な
高
齢
者

社
会
の
推
進
、
企
業
や
大
学

等
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
推
進
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
、
脱
原
発
を
目
指
し
て

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
。

【福
沢
議
員
】
町
政
の
問

題
と
し
て
は
、
少
子
高
齢

者
社
会
を
見
据
え
た
、
地

域
で
の
支
え
合
い
体
制
作

り
と
自
治
会
組
織
の
あ
り

方
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
①
地
域
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
居
場
所

作
り

②
地
域

の
中
で
孤

立
し
な
い
、
災
害
に
も
強

い
地
域
作
り

③
加
入
率

が
低
下
現
象
に
あ
る
自
治

会
組
織
の
あ
り
方
を
住
民

全
体
で
考
え
る
機
会
を
と

考
え
て
い
る
。
任
期
中
に

地え可議会議員との懇談会

取
り
組
む
こ
と
は
、
町
政
や

地
域
で
の
女
性
参
画
。

【林

議
員
】

町
政
の
問
題

と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
社

会

へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
高
齢
者
世
帯

に
対
す
る
見
守
り
体
制
づ
く

り
。
先
行
き
に
不
安
を
抱
え

る
若
い
世
代
の
声
を
町
政
に

活
か
し
て
い
く
。
安
心
し
て

子
育
て
出
来
る
環
境
を
整
え

て
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

る
こ
と

へ
の
不
安
を
解
消
す

る
。
任
期
中
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
①
防
災
対
策

②
介

護
予
防

Ｏ
食
糧
自
給
率
や

食
育

Ｃ
小
中
連
携
な
ど
の

教
育
の
充
実
を
考
え
て
い
る
。

女
性
の
視
野
で
活
動
し
て
い

き
た
い
。

《
質
疑
応
答

》

Ｑ
武
陵
地
交
差
点
に
つ
い
て

の
動
向
は
。

Ａ
町
作
り
懇
談
会
で
現
地
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
リ

ニ
ア

の
駅
の
関
係
で
様
子
を
見
る

こ
と
に
な

っ
た
。
信
号
機
設

置
を
強
く
要
望
し
て
い
き
た

Ｑ
除
雪

（
防
災

に

つ
い
て
）

依
頼
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
か
。

Ａ
建
設
課
で
対
応
す
る
よ
う

に
す
る
。
役
場

へ
直
接
電
話

を
す
れ
ば
よ
い
。

Ｑ
雪
捨
て
場
を
作

っ
て
ほ
し

Ａ
組
長

・
常
会
長
に
が
ん
ば
っ

て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
議
員

の
自
治
会
加
入
に

つ

い
て
。

Ａ
加
入
し
な
く
て
も
い
い
と

は
言

っ
て
い
な
い
。
個
人
的

に
は
加
入
し
た
方
が
よ
い
。

議
会
が
強
制
加
入
と
い
う
圧

力
を
か
け
る
こ
と
に
は
反
対

し
た
。

Ａ
議
会
が
再
度
要
請
す
る
の

は
、

い
か
が
な
も
の
か
。

Ａ
個
人
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
が
圧
力
を
か
け
る
の
は

よ
く
な
い
。

Ｑ
自
治
会
加
入
に
つ
い
て
は
、

法
律
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い

の
で
は
。

こ
の
件
に
つ
い
て

は
回
答
は
結
構
。

Ｑ
常
会
加
入
に
つ
い
て
、
未

加
入
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
、
常
会
に
入
れ
て
く
れ
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。

自
治
会
の
こ
と
は
自
治
会
に

任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

議
会
で
常
会
加
入
に
つ
い
て

や

っ
た
こ
と
は
、
間
違

い
で

斗八い。
Ａ
町
長
か
ら
正
式
文
書
で
議

会
に
出
さ
れ
、
議
長
が
取
り

上
げ
た
。
そ
こ
で
反
対
を
し

た
。
議
会
と
し
て
強
制
で
き

な
い
。

Ｑ
日
赤
奉
仕
団
が
つ
ぶ
れ
今

女
性
の
組
織
が
な
い
。
な
ぜ

そ
う
な

っ
た
の
か
、
女
性
議

Ａ
要
望
を
承

っ
た
。
建
設
部

会
で
町

へ
上
げ
る
。

Ｑ
防
災
計
画
の
具
体
化
に
向

け
て
、
地
域
の
中
の
人
の
こ

と
を
知
る
こ
と
は
大
切
だ
が
、

誰
が
ど
の
切
り
口
で
入

っ
て

い

っ
た
ら
よ
い
か
。
ま
た
女

性
参
画
に
つ
い
て
、
女
性
の

ま
と
ま
り
が
今
な
い
。
ど
こ

か
ら
そ
の
よ
う
な
ま
と
ま
り

を
作

っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
。

Ａ
個
人
情
報
に
つ
い
て
過
敏

に
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
地

域
作
リ

マ
ッ
プ
作
り
で
は
、

み
ん
な
が
了
解
し
て
い
る
こ

と
で
、
突
破
口
が
開
か
れ
る
。

Ｑ
地
域
の
中
で
誰
が
集
約
す

る
の
か
。
や
り
出
す
と

つ
な

げ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

Ａ
三
区
の
力
行
会
館
を
中
心

に
し
た
活
動
の
よ
う
に
、
地

域
で
気
づ
い
た
人
が
や
る
と

よ
い
。
そ
れ
が
地
域
力
だ
と

思
う
。
女
性
参
画
で
は
、
日

赤
奉
仕
団
な
ど
が
な
く
な
り
、

女
性
カ
フ
ェ
が
出
来
た
。
女

性
が
活
躍
で
き
る
場
に
必
ず

女
性
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

話
し
合
い
を
し
て
ほ
し
い
。

女
性
も
男
性
も
是
非

一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
男
性
か
ら
は
声
が
か
け
づ

ら

い
。

員
の
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
役
が
つ
く
の
が
い
や
だ
と

い
う
よ
う
に
、
や
り
手
が
な

く
な

っ
た
。
若
い
世
代
の
価

値
観
が
変
わ
り
、
多
様
化
し

て
き
た
。
町
が
人
材
を
育
て

て
こ
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
る
。

Ａ
日
赤
奉
仕
団
の
女
性
の
集

ま
り
方
の
違
い
が
あ

っ
た
と

思
う
。
下
市
田
に
あ

っ
た
や

り
方
を
し
て
い
く
。

《
要

望
》

○
猿
の
被
害
が
あ
る
。
駆
除

を
お
願
い
し
た
い
。

○
今
日

一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
課
題
。
支
援
体
制
を
ど

う
す
る
の
か
要
望
し
た
い
。

○
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
誘
致
す

る
に
は
施
設
が
貧
弱
で
は
な

し
カ

l
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音
楽
が
好
き

小
六

上

沼

友

わ
た
し
は
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
ち

て
い
ま

す
。
小
さ
い
こ
ろ
は
、
グ
ル
ー

プ
で
い
ろ
ん
な
曲
を
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
し
た
り
、　
一
人
で
ひ

い
た
り
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ

て
、
ピ
ア
ノ
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
で
も
、
最
近
は
、

個
人
で
先
生
と
二
人
で
い
ろ

ん
な
曲
を
や

っ
て
い
ま
す
。

発
表
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ

る
の
で
、
そ
れ
に
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で

や

っ
て
い
た
と
き
に
も
、
発

表
会
は
あ

っ
た
け
ど
、
グ
ル
ー

修
学
旅
行
の
思
い
出
　
　
一一ＭＭｒ畳ｒ

中
三
　
古

木

澪

奈

（六
区
）

形
で
の
見
学
で

四
月
十
五
日
か
ら
二
泊
三

し
た
。
特
に
二
日
目
の
班
別

日
で
奈
良

・
京
都

へ
の
修
学

で
は
、
自
分
達
で
行
く
場
所

旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
か
ら
行
く
順
番
ま
で
全
て
考

行
事
と
い
え
ば
、
小
学
生

え
な
く
て
は
い
け
な
く
て
、

の
頃
か
ら
天
気
に
あ
ま
り
恵

地
図
を
見
な
が
ら
行
く
順
番

ま
れ
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
　

を
決
め
た
り
、
昼
食
の
場
所

今
回
は
、
三
日
間
暑
い
位
の
　
も
混
ん
で
い
て
入
れ
な
い
と

と
て
も
良
い
天
気
に
恵
ま
れ

困
る
の
で
予
約
し
た
り
と
班

良
か

っ
た
で
す
。
　
　
　
　
　
の
皆
で
考
え
な
が
ら
計
画
し

一
日
目
は
、
学
年
全
体
。
　

て
い
き
ま
し
た
。
三
日
間
そ

二
日
目
は
、
タ
ク
シ
ー
を
利

れ
ぞ
れ
違

っ
た
形
で
の
見
学

用
し
て
班
別
。
三
日
目
は
、
　
方
法
だ

っ
た
の
で
、
と
て
も

わたしの作文

ぼくの作文

プ

の
み
ん
な
と

い

っ
し
ょ
に
や

美

（
二
区
）

る
の
で
、
楽
し

く
で
き
ま
し
た
。
で
も
、
今

は

下
人
で
え
ん
そ
う
す
る
の

で
、
ま
え
よ
り
は
き
ん
ち
ょ

う
し
ま
す
。
有
名
な
曲
を
ひ

く
と
き
は
、
い
ろ
ん
な
人
が

そ
の
曲
を
ひ
い
て
い
る
の
で
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も

っ
と
き

ん
ち
ょ
う
し
ま
す
。
で
も
ひ

い
て
い
る
と
楽
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
発
表
会
や
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
ず

っ
と
あ
り

ま
す
。
な
の
で
、
き
ん
ち
ょ

う
し
な
い
で
、
ほ
か
の
人
よ

り
も
、
上
手
に
ピ
ア
ノ
が
ひ

け
る
よ
う
に
毎
日
、
練
習
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
今
年

は
、
小
学
校
最
後
の
年
な
の

で
、
最
後
に
、
聞
い
て
い
る

人

に

「
す
ご

い
／
」
と
思

っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
か

ら
中
学
校
に
行
き
た
い
で
す
。

中
学
校
に
行

っ
て
か
ら
は
、

も

っ
と
む
ず
か
し
い
曲
も
ひ

き
た
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

ら
の
景
色
は
想
像
し
て
い
た

よ
り
も
凄
く
綺
麗
で
凄
く
高

く
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

他
に
行

っ
た
場
所
や
お
寺
も

初
め
て
の
場
所
ば
か
り
だ

っ

た
の
で
、
と
て
も
新
鮮
で
良

い
体
験
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
三
日
間
を
通
し
て
、
改
め

て
友
達
の
良
い
所
を
発
見
出

来
た
り
、
友
達
と

一
緒
に
過

ご
す
事
の
楽
し
さ
を
感
じ
た

り
、
自
分
達
で
企
画

・
計
画

す
る
事
の
大
変
さ
を
感
じ
た

り
と
、
と
て
も
意
味
の
あ
る

三
日
間
を
過
ご
す
事
が
出
来

ま
し
た
。

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。

三
日
間
の
中
で
も

一
番
思

い
出
に
残

っ
て
い
る
場
所
は
、

清
水
寺
で
す
。
清
水
寺
の
中

に
は
、
地
主
神
社
や
音
羽
の

滝
が
あ
り
、
そ
の
二
つ
に
行

け
た
事
や
見
る
事
が
出
来
た

事
、
そ
し
て
清
水
の
舞
台
か

六
区
の
紹
介
　
　
知数ヵ、しれ穆研畔ぃ

六
区
自
治
会
長

　

　

た
ｏ
地
域
紹
介
で

一

高

木

利

正

番
は
市
田
灯
篭
流
し

私
達
の
地
域
は

大
煙
火
大
会
で
あ
る
。
九
十

通
常
出
砂
原
と
呼

年
余
の
長
い
歴
史
と
伝
統
の

ば
れ
て
い
ま
す
。
　
中
で
地
区
全
員
の
協
力
な
く

昭
和
三
十
年
頃
ま

し
て
は
出
来
な
い
大
変
な
行

で
が
商
店
街
の
に

事
で
あ
る
。
伊
那
谷
の
夏
の

ぎ
わ
い
で
は
な
か
っ　
風
物
詩
と
言
わ
れ
大
勢
の
方
々

た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
天
竜

舟
下
り
市
田
港
と
し
て
に
ぎ

わ
い
車
社
会
と
は
違
い
電
車

に
て
お
客
が
降
り
立

つ
と
、

カ
ス
リ

●
モ
ン
ペ
姿
の
ガ
イ

ド
が
駅
ま
で
迎
え
に
出
、Ｉ
竜

峡
小
唄
が
流
れ
る
中
乗
舟
場

ま
で
案
内
し
て
い
た
も
の
で

し
た
。
天
竜
社
市
田
工
場
も

あ
り
大
勢
の
女
性
が
働

い
て
、
夕
暮
れ
と
も
な

る
と
街
並
は
仕
事
を
終

え
た
女
性
達
で
活
気
が

あ

っ
た
。
時
代
と
共
に

舟
下
り
、
天
竜
社
も
他

の
地
に
移

っ
た
。
現
在

は
厚
生
連
病
院
が
近
隣

の
健
康
を
さ
さ
え
る
役

目
を
担

っ
て
い
る
。
六

地
蔵
尊
横
の
明
照
寺
は

子
供
の
夜
泣
き

・
虫
封

じ

・
子
育
て
呑
龍
様
と

し
て
有
名
で
あ

っ
た
。

お
祭
り
と
も
な
る
と
他

に
毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

る

。チ

ョ
コ
ボ
ラ
の
活
動
の
存

在
も
大
き
い
。
お
祭
り
広
場

の
つ
つ
じ
の
手
入
れ
、
草
刈

り
特
に
六
地
蔵
前
の
藤
棚
の

剪
定
は
力
が
入
る
。
花
の
時

期
に
は
提
灯
も

つ
き
、
今
年

も
見
事
に
咲
い
た
。
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獅‐
子
舞
発
表
会
に
つ
い
て
　
み
御
グ
植

萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会
　
　
　
　
　
り
つ
つ
、

幹
事
長
　
北
　
一原
　
童
口　
”灯
　
獅
子
頭
の

「
ド

ン

・
ド

ン

・
ド

ン
」

魂
入
れ
、
関
係
者

一
同
の
お

午
前
七
時
、
晴
天
に
恵
ま
れ

祓
い
の
神
事
を
執
り
行
い
、

た
萩
の
郷
に
花
火
の
音
が
響

慌
た
だ
し
く
祝
い
獅
子
の

一

き
、
萩
山
神
社
春
祭
り
の
始

団
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に

ま
り
を
告
げ
た
。
　
　
　
　
　
送
り
出
し
、　
一
息
入
れ
る
こ

七
時
前
か
ら

「
お
め
で
と

と
に
な
る
。

う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
の
挨
拶

　

ふ
と
、
二
百
十
五
年
前
の

を
交
わ
し
、
三
々
五
々
、
関

祭
り
に
思
い
を
は
せ
る
。
安

係
者
が
区
民
会
館
に
集
ま
り
、　
養
寺
の
守
護
神
を
祀

っ
た
荒

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
立
ち

神
堂
の
ご
開
帳
に
合
わ
せ
獅

働
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
子
舞
が
始
め
ら
れ
た
と
謂
わ

こ
れ
か
ら
始
ま
る
宵
祭
り

れ
て
い
る
。
他
の
娯
楽
の
少

本
祭
り
二
日
間
の
安
全
と
ス
　
な
い
当
時
の
信
心
深
い
村
人

ら
が
、
田
畑
が
広
が

る
萩
の
里
で
、
囃
子

屋
台

・
獅
子
曳
き
子

供
が
手
綱
を
取
る
獅

子
舞
の
周
囲
に
集
う

老
若
男
女
、
さ
ぞ
盛

大
に
賑
わ

っ
た
だ
ろ

う
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
祭
り
が
受
け

継
が
れ
、
時
代
の
変

化
に
伴
い
、
現
在
の

芸
能
保
存
会
に
よ
る

春
祭
り
に
合
わ
せ
て

の
獅
子
舞
発
表
会
と

な

っ
て
い
る
。

宵
祭
り
に
お
け
る

荒
神
社
か
ら
安
養
寺

へ
至
る
獅
子
舞
の
公
演
、
重

い
囃
子
屋
台
、
続
く
獅
子
屋

台
の
石
段
下
り
、
今
年
も
事

故
な
く
無
事
終
了
し
、　
一
路

安
養
寺
に
向
か
う
こ
と
に
な

り
、
ひ
と
安
心
す
る
。
ご
住

職
に
宵
祭
り
終
了
の
挨
拶
を

し
て
、　
一
日
目
が
終
了
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
区
民
及
び

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
／

翌
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

成
功
の
予
感
を
感
じ
つ
つ
、

祭
り
開
始
の
花
火
の
音
を
聞

く
。本
祭
り
は
、
い
よ
い
よ
獅

子
曳
き
子
供
三
名
が
当
番
区

作
製
の
三
段
わ
ら
じ
を
履
き

登
場
す
る
。
子
供
に
は
タ
フ

な

一
日
、
午
前
の
お
祭
り
広

場

・
午
後
の
パ
ー
ス
駐
車
場
、

続
く
安
養
寺
か
ら
萩
山
神
社

へ
の
公
演
を
こ
な
す
こ
と
に

な
る
。
三
名
欠
け
る
こ
と
な

く
神
社
境
内
で
の
最
後
の
公

演
が
無
事
終
了
。
二
日
目
も

事
故
が
な
く
、
そ
の
後
に
神

社
の
社
殿
に
お
い
て
餅
投
げ
、

皆
様
に
感
謝
／
感
謝
〃

今
後
と
も
、
こ
の
伝
統
芸

能

・
技
術
が
末
永
く
継
承
で

き
ま
す
よ
う
、
区
民
の
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

渡

辺

晴

菜

さ

ん

（
６
区
）

壬

生

佑
季
恵

さ

ん

（
５
区
）

北

林

茉

侑

さ
ん

（４
区
）

平

澤

　

悠

さ

ん

（３
区
）

大

澤

萌

森

さ

ん

（２
区
）

徳

山

美

樹

さ
ん

（１
区
）

桜
　
丸

酒

井

春

一
く
ん

（６
区
）

松

　

王

林

　

力

輝

く
ん

（
５
区
）

梅
　
王

上

沼

怜

央

く
ん

（
３
区
）

■
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下
市
日
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

一
区

川
中
島

　

至

大
変
嬉
し
く
思

っ

て
い
ま
す
。
特
に

上
の
子
は
小
学
校

の
途
中
で
転
校
し

て
来
ま
し
た
の
で
、
当
初
い

ろ
い
ろ
と
心
配
し
ま
し
た
が

全
て
杞
憂
に
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
為

に
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
お

世
話
様
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

南
ア
ル
プ

ス
か
ら
昇
る
朝

日
に
照
ら
さ
れ
て

一
日
が
始

ま
る
生
活
も
、
早
三
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大

丸
山
公
園
の
台
地
は

「
閑
静

な
」
と
い
う
形
容
詞
が
ピ
タ

リ
と
当
て
は
ま
る
住
宅
地
で

い
な
が
ら
、
幹
線
道
路
が
近

く
に
あ
り
交
通
の
便
が
良
く

買
い
物
等
に
も

不
自
由
す
る
こ

と
が
な
い
に
も

拘
ら
ず
、
多
く

の
木
々
に
囲
ま

れ
、
吹
く
風
は

爽
や
か
で
、
自

然
の
中
に
暮
ら

し
て
い
る
感
も

充
分
に
満
喫
で

き
る
、
と
て
も

恵
ま
れ
た
環
境

で
す
。
ま
た
、
ご
近

所
の
方
々
も
と

て
も
親
切
に
し

て
く
だ
さ
り
、

子
供
達
も
ご
近

所
の
子
供
さ
ん

達
に
い
つ
も
誘

わ
れ
る
こ
と
を

最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム

一
区

小

林

私
は
、
飯
田
市
か
ら
十
五

年
前
に
、
こ
の
高
森
に
引
ち

越
し
て
来
ま
し
た
。

六
人
家
族
で
、
二
人
の
子

供
が
い
ま
す
。

仕
事
は
、
飯
田
の
Ｎ
製
作

所
で
、
金
属
加
工
を
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
頃
か
ら
、
吹
奏
楽

や
、
バ
ン
ド
が
好

き
で
、
今
で
も
、

康

成
い　
少
し
ド
ラ
ム
を
趣

味
で
叩
い
て
い
ま
す
。

子
供
と
は
、
あ
ま
り
話
し

を
し
た
り
し
な
い
の
で
す
が
、

話
題
に
な

っ
た
事
を
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
人
も
居
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
初
音
ミ
ク

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
ボ
ー

カ

ロ
イ
ド

（略
し
て
、
ボ
カ

口
）
を
カ
バ

ー

し
た
バ

ン
ド
が

い
ま
す
。

そ

の
名

は
、

「
和

楽

器

バ

ン

ド
」
。
大
体

の
バ

ン
ド
は
、

ボ
ー
カ
ル

・
ギ
タ
ー

・
ベ
ー

ス

・
ド
ラ
ム
等
で
す
が
、
こ

の
バ
ン
ド
に
は
、
日
本
の
伝

統
楽
器
の
三
味
線

・
琴

・
尺

八

・
和
太
鼓
と
い
う
和
楽
器

が
入
り
、
今
ま
で
の
バ
ン
ド

と
違

っ
て
、
聴
い
た
事

の
な

い
新
鮮
な
サ
ウ
ン
ド
に
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ル
バ
ム
の
タ
イ
ト

ル
が

「
ボ
カ

ロ
三
昧
」
な
ん

で
す
が
、
千
本
桜
と
い
う
曲

が
あ
り
、
四
本
の
和
と
洋
の

弦
楽
器
が
と
て
も
華
や
か
で

心
地
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
聴

い
た
事
の
な
い

尺
八
の
音
も
、
凄
く
渋
く
て

格
好
良
く
て
、
素
敵
で
す
。

ボ
ー
カ
ル
の
女
性
は
、
詩

吟
の
美
声
が
格
別
で
す
。
速

い
テ
ン
ポ
の
曲
を
唄
え
る
の

が
凄
い
で
す
。
又
、
各
パ
ー

ト
の
曲
に
対
す
る
ソ
ロ
や
、

か
け
引
き
が
最
高
で
し
た
。

改
め
て
、
和
楽
器
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
ま
す
。

音
楽

っ
て
良
い
で
す
ね
。

私
の
幸
せ
　
　
　
鍬紡就勧趾肺会ｔヽ働ぃ贅

三
区

杉

田

美
沙
子

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

杉
田
家
に
お
嫁
に
来
て
十

　

そ
し
て
何
よ
り
幸
せ
な
の

年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。　
が
子
供
が
四
人
い
る
と
言
う

大
人
に
な

っ
た
ば
か
り
で
ま
　
こ
と
で
す
。　
一
番
上
が
小
四
・

だ
何
も
わ
か
ら
な
い
私
で
し

次
に
小
三
、
年
長
、　
一
歳
の

た
が
、
同
居
を
し
な
が
ら
色
々
　
四
姉
妹
で
す
。
や
は
り
四
人

な
事
を
教
え
て
も
ら
い
、
な

は
と
て
も
賑
や
か
で
す
。
誰

ん
と
か
今
ま
で
や

っ
て
来
る

か
が
キ
ャ
ー
と
騒
げ
ば
他
の

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
し

二
人
が
キ
ャ
ー
と
騒
ぎ
出
し
、

い
土
地
で
の
ス
タ
ー
ト
で
不

誰
か
が
歌
い
出
せ
ば
み
ん
な

安
も
あ

っ
た
け
ど
、
旦
那
の

歌
う
。
踊
り
だ
せ
ば
み
ん
な

地
域
活
動
参
加
や
子
供
の
繋

踊
る
。
同
性
な
の
で
気
が
合

が
り
で
友
達
も
で
き
、
家
族

う
の
か
や
る
こ
と
が
同
じ
で

ぐ
る
み
で
遊
び
に
行

っ
た
り

す
。
騒
が
し
い
で
す
が
見
て

い
て
楽
し

い
で
す
。

同
じ
よ
う
に
育

て
て
い

る

つ
も
り

で
も
四
人
そ
れ

ぞ
れ
違

っ
て
い
て
個
性
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
接
し
な

が
ら
い
い
方

へ
持

っ
て
い

く
か
な
か
な
か
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
日
々
探
り

な
が
ら
や

っ
て
い
こ
う
と

思

っ
て
い
ま
す
。

毎
日
子
供
達
の
習
い
事
、

家
童
ず、
育
児
と
忙
し
い
日
々

を
送

っ
て
い
ま
す
が

一
歳

の
子
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
子
達
が
ど
ん
な
風

に
成
長
し
て
い
く
か
見
て
い

く
の
が
楽
し
み
で
す
。
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松
岡‐
城
址
・新
緑
の
会

す
る
こ
と
が
出
来
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

常
連
の
皆
様
に
よ

松
岡
城
址
愛
護
会

会
長

宇

佐
美

卓

松
岡
城
址
の
新
緑
（は
る
）の

会
第
二
回
開
催
に
際
し
町
長

は
じ
め
、
教
育
長
ほ
か
大
勢

の
皆
様
方
が
お
見
え
下
さ
り
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
に
当
た
り
下
市
田
区
の

方
々
及
び
、
各
演
奏
グ
ル
ー

プ

・
関
係
団
体
の
皆
々
様
の

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
も
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
残
念
な
が
ら
雨
で

し
た
が
、
松
源
寺
様
の
ご
好

意
に
よ
り
、
本
堂
を
お
借
り

萩
出
神
社
社
務
所

古
い
ト
イ
レ
の

使
用
が
出
来
ず
、

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
に
っ
ぃ
て
　
　
祭
事
が
遅
れ
る

萩
山
神
社
で
は
、
入
学
祈

と
、
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ

願
祭
の
前
に
、
子
供
さ
ん
か

り
、
総
代
で
検
討
し
た
結
果

■

ト
イ
レ
の
改
善
が
是
非
必

´
要
と
決
め
ま
し
た
。
下
市

一

田
区
に
も
相
談
し
な
が
ら
、

こ
の
際
、
台
所
周
り
や
玄

´
関
も
含
め
て
改
造
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
か
ね

て
か
ら
社
務
所
全
体
を
改

築
し
よ
う
と
の
考
え
も
あ

り
ま
し
た
が
、
か
か
る
費

用
に
も
鑑
み
、
こ
の
た
び

部
分
的
の
改
修
に
踏
切
り

ま
し
た
。
施
工
業
者
よ
り

二
　
る
充
実
し
た
演
奏
に

加
え
て
、
新
た
に
下
市
田

の
紅
華

（く
れ
な
い
）
・
山
吹

の
紙
ふ
う
せ
ん
の
皆
様
の

初
参
加
が
あ
り
、
春
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
模
様
で
す
。

松
岡
城
址
は
天
竜
川
と

伊
那
谷
を
眺
望
で
き
、
規

模
と
し
て
県
下
有
数
で
す
。

十
三
年
後
の
リ
ニ
ア
開
通

を
前
に
、
当
城
址
も
そ
の
発

展
に
か
か
わ
り
た
い
と
夢
見

つ
つ
、
今
後
も
関
係
の
皆
々

様
に
は
引
き
続
き
ご
支
援
賜

り
ま
す
様
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

施
工
計
画
書
の
提
出
を
取
り
、

十
二
月
着
工
し
十
二
月
末
に

本
管
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

二
月
よ
り
建
物
工
事
に
着
工

し
、
ト
イ
レ
施
工
と
台
所
の

床
張
り
、
和
室
の
床
張
り
、

畳
替
え
、
玄
関
を
少
し
広
く

し
下
駄
箱
を
設
置
し
、
出
入

り
が
し
易
く
な
り
ま
し
た
。

二
月
十
二
日
工
事
も
無
事

終
了
し
、
皆
様
が
利
用
し
易

く
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
氏
子
の
皆
様
方
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

し
て
報
告
と
致
し
ま
す
。

氏
子
総
代
長

久
保
田

利

明

概
摯

ｏ

な
り
ま
し
た
。

四
月
か
ら
、
後
任

の

片

桐

喜

美

（三
区
）

今
井
か
よ
子

（五
区
）

松

崎

康

子

（五
区
）

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

下
市
田
三
区

分
館
主
事
交
代

年
度
期
に
下
市
田
三
区
の

れ
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に

分
館
主
事
の
交
代
が
あ
り
ま

委
員
会
活
動
報
告

水
利
委
員
長

原

　

寿

彦実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

又
、
水
利
委
員
会
で
は
、

秋
に
は
堤
に
は
び
こ
る
グ
ド

バ
フ
ジ
の
退
治
作
業
、
春
に

は
堤
の
土
手
焼
き
作
業
、
堤

の
排
水
路
の
清
掃
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

区
内
を
流
れ
て
い
る
井
水

は
田
畑
の
農
業
用
水
と
し
て

昔
よ
り
管
理
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
宅
地
化
、

道
路
舗
装
等
に
よ
り
雨
水
の

排
水
路
と
し
て
の
意
味
合
い

が
強
く
な

っ
て
来
ま
し
た
。

農
家
の
皆
様
も
非
農
家
の

皆
様
も
共
同
で
利
用
す
る
排

水
路
を
管
理
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
区
民
の

皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

下
市
田
支
館

三
部
員
の
交
代

任
期
を
終
え
た
支
館
部
員

塩

沢

秀

子

（三
区
）

林

　

寿

子

（五
区
）

塩

沢

綾

子

（五
区
）

三
名
の
皆
様
が
退
任
し
ま
し

た
。
林
寿
子
さ
ん
は
、
四
年

間
に
わ
た
り
支
館
活
動
を
さ

私
達
水
利
委
員
会
は
各
区

よ
り
選
出
さ
れ
た
十
三
名
で

構
成
し
、
担
当
す
る
河
川
の

管
理
、
区
内
四
ヶ
所
の
堤
の

土
手
の
管
理
等
を
行

っ
て
い

ま
す
。
四
月
二
十
七
日
に
は
全
区

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

「
用
排
水
路
清
掃
作
業
」
（
旧

名
称
井
ざ
ら
い
）
を
実
施
し

ま
し
た
。
大
変
に
お
世
話
様

に
な
り
ま
し
た
。

更

に
、
六
月

に
は
区
内
四

ヶ
所
の
堤
の
土
手
草
刈
り
作

業
を
三

・
四

・
五
区

の
皆
様
の
協
力
の
元
、

し

た
。
二
年
間
務
め
ら
れ
た
青
木

恵
裕
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
新

た
に
上
沼
寛
さ
ん
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

青
木
恵
裕

前
分
館
主
事

上
沼
　
寛

新
分
館
主
事

二
月
十
五
日
に
予
定
し
て

い
た

「
地
元
出
身
の
町
議
と

の
懇
談
会
」
が
近
年
に
見
ら

れ
な
い
大
雪
の
た
め
、
同
月

二
十
二
日
に
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
残
雪
寒
い
中
、
大
勢

の
区
民
の
皆
様
に
お
集
ま
り

頂
き
ま
し
た
。
三
議
員
の
議

会
活
動
報
告
が
あ
り
、
そ
の

後
、
各
種
要
望
や
質
疑
応
答

が
、
熱
心
に
あ
り
ま
し
た
。

（本
区
報

・
四
頁
参
照
）
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